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ロータリー：
変化をもたらす
2017-2018年度会長

イアン H.S. ライズリー

●2017-2018年度 IRテーマ

The Rotary Club of Otaru South.District No.2510

●第6回例会報告　8月25日金　会員組織員会担当例会「増強特別委員会」阿部会員組織委員長

◎「新入会員卓話」田中会員・井手会員

◎職業奉仕委員会担当「移動例会」点鐘12:30
　場所：市民消防防災研修センター（天神2-18-17)

●本日9月1日金のプログラム

●来週9月8日金のプログラム

◎職業奉仕委員会担当例会
　RI第２５１０地区 職業奉仕・基本理念委員会 副委員長
　スピーカー：坂井　治氏（千歳セントラルRC）

●再来週9月15日金のプログラム
●会員増強の推進
●情報の共有
●環境保護の取り組み
●ロータリー財団寄付を、５％増加に向け取り組む

松浦年度信条

善
・
美
・
快

職業奉仕

四つのテスト

楽しもう

地区目標2017-2018

●ロータリソング　「奉仕の理想」
●ゲスト・ビジターの紹介
　長谷川　晃 氏（京都東ＲＣ）
　松永　吉弘 氏（小樽ＲＣ）
●バナー交換　長谷川　晃 氏（京都東RC）

　夏は毎年暑い京都を逃げだ
して、北海道で２ヶ月ほど過
ごします 小樽南ＲＣさんへ
のメーキャップは 2015年8月
に続いて２回目となります。
京都は猛暑が続いております
が ここに滞在していると極

楽で、毎年北海道で夏を楽しませていただいておりま
す これからもよろしくお願いいたします。
●幹事報告　石川幹事
　●小樽潮まつり実行委員会より、協賛への御礼状が
　届いております。
　●９月第二例会（９／８）の出・欠未返信の会員方
　は至急ご返答をお願いいたします。
●委員会・同好会報告
　◆ゴルフ同好会　三栖キャップテン
　●８／ 19㈯、３クラブ合同ゴルフ例会に、総勢 24
　　（南10名・小樽 10名・銭函4）で開催されました。

　　当、小樽南会員の成績は、３位 米山会員、４位 
　大倉会員、７位に濱本会員がそれぞれ入賞され、
　団体戦は準優賞に輝きました。
　◆広報情報雑誌会報委員会　坂口委員長
　●2017-18年　松浦年度　会長・三役・理事・各委員
　長の挨拶・計画目標等ホームページに掲載されて
　おりますので、ぜひご高覧下さい。
　●ゴルフ例会開催日に誤植
　　（×７／ 18 → ○８／ 18）
　　失礼いたしました、申し訳ありません。
●出席委員会
　◆平成２９年8月25日㈮
　会員総数　66名　本日の欠席者　19名
　浅村、荒木、井手、上野、大渕、桂、佐藤（公）、
　柴田、芝原、鈴木、高木（成）、地山、西谷、濱本、
　廣部、福島、松尾、宮川、山田
　◆平成２９年8月18日㈮
　会員総数　　　　66名　　出席摘要免除者　11名
　病欠者数　　　　　名　　出席計算員数　　　名
　ホーム欠席者数　11名　　メーキャップ　　　名
　純欠席者数　　　　名　　確定出席率　　　　％
●メーキャップ
　柴田、山田、大渕　

米山会員 ３クラブ合同ゴルフ例会にて幸いにも入賞しました。

松尾会員 いつも欠席が多くて申し訳ありません。今日もお先に
失礼させていただきますが今後とも宜敷お願いいたします。

大倉会員 お先に失礼。

阿部会員 夫人誕生祝 かわらず愛しております…。
坂口会員 小失敗。3C合同ゴルフ例会開催日に誤植がありました スイマセン！

まごころ箱

まごころ箱
入金集計額
（H28.7.7～8.25）

８月25日分  16,500円

284,500円合 計

いつも有難うござ
います !



　会員増強は年度を通じてロタリー会員が
取り組む課題ですが、今月は、特に注目し、
会員の活動を称える月としたいと考えてお
ります。
　イワンライズリー会長は、次のように発
言しています。
　ロータリーは、非常に多様性に満ちた組
織です。
　ロータリーは会員と同じ数だけ多くのスト

ーリーがあります。
　ロータリーが現在120万強の会員がおります。いつの時代もロ
ータリーは変わり続けています。私たちのストーリーも変わりま
す。仲間とロータリーが強くあり続けるには、いつも変化をし続
けなければなりますん。
　会員を維持するためのアプローチも進化しなければなりません。
　仲間を増やすためには、柔軟性、多様性が必要です。
　昨年ロータリーが取り入れた最も重要な変更は、クラブが自分
たちに最も合った方法で例会の方法と頻度に関する規定を変えた
ことです。この柔軟性は、ロータリーがもっと新しい仲間を迎い
入れ、特に私たちが必要とする若い世代や最近定年退職した人た
ちを迎え入れる上で必要となります。
　将来を考えると、会員数を増やすだけでは十分でないことは明
らかです。
　ロータリーが強くあり続けるには、年齢を下げなければなりま
せん。
　又クラブは、地域社会の実情をよく反映しなければなりません。
　現在女性会員は会員の5分の1にすぎません。この状況を変える
必要があります。世界の人口の半分は女性ですから。
　勿論、会員増強の取り組みに於いては、数ばかりに目を向ける
ことで、会員の質を低下させてはなりません。「質」を伴って初
めて「数」が大切なのです。
　ロータリーが「変化をもたらす」ために活動する善良な仲間が
必要です。
　又別の増強資料によりますと、ロータリアンは、事業や専門職、
地域社会のリーダーであることに変化はありません。
　国際ロータリーでは、例会方法、会員資格、クラブへの参加方
法など、15年間調査を行い、柔軟性が多いほど活気が生まれ成長
する傾向にあります。
　私は、ロータリークラブが地域社会を代表するクラブである為
には、地域の多くの職種の会員で構成される必要があります。
　幅広い人材を会員に迎えるために、クラブ細則の変更など柔軟
に対応して行き
たいと考えております。
　過疎化が進む小樽市ですが、奉仕に関心のある「質」の高い仲
間を迎え入れる努力しましょう。
皆さまのご協力をお願い致します。

　同じように会員増強に努力しているアメリカジージア州ストー
ンマウンテンRCの記事が掲載されていました。
　2006年43人の会員で、70歳以上の会員が30％を超えていました。
　10年後2016 ～ 2017年度までに強いクラブにする目標を立てま
した。
　クラブの例会場を変更し、あらゆる経費を見直し、会費の見直
しを行い様々な改革を行いました。
　会員増強を目指すと言うことは、自らのクラブを強くして行く
ことです。
　健全なクラブ運営を目指すには、ストーンマウンテンRCは10
年計画で行っています。
　会員増強は強いクラブを目指す第１歩です。
　年度を超えてこの問題と積極的に取り組んで行きたいと考えて
おります。

　本日2枚の資料を 各テーブルへ配布し
ておりますが、「8月は会員増強・拡大月
間です！」―全会員の力で新会員増強を！
― テーブルディスカションで会員増強に
向けての気運を高めていくと考えており
ます。「新会員ご紹介カード」ご記入のほ
か、会員増強に向けてのアドバイス、ア
イデア等自由にご記入いただければと思
います。

松浦 会員
増強特別委員会委員長

The Rotary Club of Otaru South.District No.2510 ●撮影担当：盛会員　●会報担当

今月は、会員増強・新クラブ結成推進月間です

阿部 会員
組織委員会 委員長


